
 

 

 

 

 

 

 

 

みなさんと接していて、ときどき、「すごいな」と思うことがあります。それは、「友だちの気持ちを、

本当に考えているな」という場面を見るからです。 相手の気持ちを察し、そっと声を掛けている場

面を見ると、「さすがだな」と思う気持ちにもなります。  

困っているときに、声を掛けてもらえると、とてもうれしいものです。一人で苦しんでいるときにこ

そ、優しい言葉が身に染みます。たとえ、「ほっといてくれよ」と言葉にはしたものの、友だちのその

優しい言葉は、黄金色になって、心に染み込みます。 そして、心の中では、「ありがとう」と、何度も

何度も繰り返しているのです。そうしたことを、自然に、もしかしたら無意識のうちにできるのが、み

なさんの年代なのかも知れません。  

大人になると、なかなか人の心を動かすことは難しくなります。少し打算的になって、計算しても

のごとを考えてしまう傾向があるからです。みなさんのような純粋性が、薄らいでしまうのでしょう

か。とても悲しいことです。「困っている人には、声を掛けなければならない」と、頭で考えて声を掛

けてしまうことが多いのです。「一応、励ましておこうか」とか、「まぁ、声を掛けておくかな」、などと

いう大人の論理が先に立ってしまうからです。 

しかし、「真に心優しい人」は、本当に、相手の気持ちを考えて、どんな言葉が、相手にとって一

番うれしい言葉なのか、を考えて言葉を発します。「今、友達が、一番必要としている言葉は何だろ

うか、どう声を掛けたら、少しでも悲しみを忘れることができるだろうか、少しでも苦しみを和らげる

ことができるだろうか」、ということを必死で考えるのです。そうして、声を掛けます。相手の悲しみ

を、自らの悲しみとし、相手の喜びを、自らの喜びとするのです。 

確かに、このような人は、非常に少ないかも知れません。みなさんにとっては、見たことのない大

人なのかも知れません。しかし、世の中には、こうした人たちは、必ずいるのです。なかなか、目立た

ないかも知れませんが、本当は、いろいろなところに、こうした優しい人はいるのです。 

校長先生は、みなさんに、このような人の気持ちを分かる人間になってもらいたいと思います。こ

うした人が、一人でも多くなれば、世の中は変わります。今、日本では、毎日たくさんの悲しい事件

が起こっていますが、そうした事件を起こしてしまう人は、きっと苦しんでいるのです。近くに、優しく

声を掛け、一緒に悩んでくれる人、一緒に悲しんでくれる人がいないのです。だから、一人で暗い

夜道をさまよっているのでしょう。 

もし、そうした人たちが、１０年後のみなさんの友達だったらどうしますか。２０年後、中学、高校時

代の親友だったらどうしますか。そのときみなさんは、今のみなさんのように、きっと相手を励まし、

優しい言葉をかけ、悲しみや苦しみを共に共有し、解決のために全力を注ぐに違いありません。 

たったひと言で、人は変わることができます。真に心優しい人となれ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさんは知っていましたか？私達が何気なく吐いている息には色が付いているのです。これは

アメリカの心理学者「ニルマ・ゲイツ」博士が人間の吐き出す息を使って、次のような実験をしまし

た。 人間が吐き出す息を冷却したガラス管に集め、液体空気で冷やしてやると、沈殿物ができま

す。人の感情の状態によって、驚くべきことが起るそうです。  

〇 健全な人は無色 〇 怒っている時は栗色 〇 悲しんだり、苦しんだりしている時は灰色 〇 後

悔している時は淡紅色 さらに、栗色の沈殿物を水に溶かし、ネズミに注射した所、わずか数分で

ネズミは死んだそうです。 もし、一人の人が１時間腹を立て続けるとどうなるでしょうか。  

また、私達の血液は、〇 怒ると黒褐色で渋くなる 〇 悲しむと茶褐色で苦くなる 〇 恐れると

紫色で酸っぱくなる と言われています。ここ１週間あなたは何色の息を吐き、血液はどんな味だっ 

たでしょうか。もし、怒り、悲しみ、後悔することが多かった人は自分自身の体をも傷をつけていたか

わかりませんよね。  

私たちの体は６０兆もの細胞でできています。私たちは酸素を吸ったり吐いたりして生きていま

す。その酸素が６０兆もの細胞をくまなく流れていますが、自ら作った悪い酸素も身体中にいきわた

り、血液の色まで変えてしまいます。 今、すべての病気は「ストレス」からと言われていますが、自

分の思いで、病気を作っていることがよくわかりますし、仕事、人間関係においても、上手くいかな

いはずです。 逆に、いつもニコニコしている人は、健康であるし、仕事も人間関係も自分が望んだ

通り。まさに「笑う門には福きたる」です。 

吐く息にも色があるという話、びっくりしますね。 怒りの感情を抱いている時、或いは嬉しい時、

楽しい時、当然言葉や態度も異なります。  

人と話す時は常に呼吸していますから、マイナスの感情をもっていれば暗い色の息を吐き、自分

だけでなく周囲にも負の影響を与えてしまうのですね。  

こんな話もあります。「ありがとう」「感謝しています」「愛しています」という言葉をかけた水はき

れいな結晶ができるのに、「バカヤロー」「死ね」などの言葉を浴びせた水は非常に汚い構造の結

晶になるそうです。  

怒りや悲しみの感情は、吐く息や血液まで汚してしまうのですね。 生きていれば楽しいことばか

りではありませんが、笑顔を心掛けて生活したいものです。  

「笑い」「笑顔」「思いやり」のある元気な板櫃中学校にしていきましょう。 
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＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

♡♡♡♡♡真に心優しい人になれ♡♡♡♡♡ 

＜板櫃中 優しさ発見①＞ 
修学旅行先のことです。バッグが重そうな生徒がバスへ歩いていました。すると、近くにい
た生徒が、本当に自然に、後ろからその生徒のバッグをさっと取って支えてあげたのです。あ
まりにも瞬間的なことだったので先生もびっくりしましたが、後になってこの３年生の優しさ
に感動しました！ 
＜板櫃中 優しさ発見②＞ 
出張から戻ると門が閉まっていました。車を降りて開けようとしたら、先生の車に気が付い
た生徒がさっと駆け寄ってと開けてくれました。心温まる瞬間でした。ありがとう。 

笑い（笑顔）のある板櫃中に！ 
 
 


